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形成し bioavailabili ty の向上が顕著であるフェノパルビタールを β-CD包接化合物として投与した
時の吸収機構を明らかにすることを直接の目的として血中β-CDの微量定量法について検討し， ラッ
トをもちいた in situ 吸収実験を行った。血中β-CDの定量法として，高感度示差屈折計 (R 1 D) 
を用い ß-CDを直接定量するA と B 法， β-CDを誘導体化し，紫外部吸光光度計，又は，液体シン




























出順は，アミノカラム，又は， ODS カラム上でのいずれとも異なり α ， γ ， β-CDの順に溶出
した。また， α ， β ， 'Y-各シリーズの分岐CD類は分子量の順に溶出した。この方法による β­
CDの定量下限は25pmol で，第 1 章で述べた定量法のうち最も感度の高かったB と C法での定量下限
に比べ約20倍の感度を示した。そこで血中β-CDの超微量定量法について検討した結果， ピニルアル
コール・コポリマーゲ、ルを充填した逆相カラムである Asahipak 0 D P -50を使用し， 1.5%のアセト
ニトリルを含む50mM 水酸化ナトリウム溶液を移動相として分離後PADで検出する方法が血衆成分
の妨害がなく血中β-CDの超微量定量を可能にすることがわかった。この方法で人血祭に既知濃度の




誘導体 [heptakis (2 , 6 -di -0 -methyl) -ﾟ -C DJ (1) とメチル基の 1 つ多い hexakis (2 , 6-
di -0 -methyl) -mono (2 , 3 , 6 -tri -0 -methyl) -β-CD(2)を主成分とする混合物である
ことがHPLCによる分離分析，部分メチル化クゃルシトールアセテートに導いた後のGC-MS測定並
びに FAB-MS による分子量の測定の結果より判明した。 (1) と (2)をHPLCで単離し，それぞれの融
点，施光度， 13C_ NMRを測定した結果は，いずれも (1) と (2)が類似の値を示し， これらによる区別は








8 ーシクロデキストリンが 2 つの主成分を含む混合物であることも明らかにした。これらの成果は包接
化合物の Bioavailability に関する基礎的知見として評価されるものである，薬学博士を授与するに値
するものと判定した。
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